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項目
３年後
の目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①プロ検、入所手続き、施設オリ、代
表者会議、退所点検時等において、環
境配慮や省エネルギーに関する説明
と協力依頼を行う。

①～⑤
予定

②所内適所に、環境配慮や当所環境
方針に関する掲示等を行う。 ①②実績 ○ ○ ○ ○

減量に取り組む 減量に取り組む 減量に取り組む 減量に取り組む 減量に取り組む 減量に取り組む 減量に取り組む 減量に取り組む 減量に取り組む 減量に取り組む 減量に取り組む 減量に取り組む

98.11% 98.64% 98.66% 97.10% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%
分別に取り組む 分別に取り組む 分別に取り組む 分別に取り組む 分別に取り組む 分別に取り組む 分別に取り組む 分別に取り組む 分別に取り組む 分別に取り組む 分別に取り組む 分別に取り組む

100.00% 100.00% 100.00% 98.52% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

④環境を意識した，活動プログラムを
ゆめ基金などを利用し，積極的に他団
体と連携をとるために計画（打ち合わ
せ会議，モデルプログラム・広報のた
めのチラシ作成，プログラムの実施））
し，開発していく。

④⑤実績

植林活動(4
月10日実施)
自然情報写
真の紹介

第1回ゆめ基
金環境モデ
ルプログラム
策定会議を
実施

第2回ゆめ基
金環境モデ
ルプログラム
策定会議を
実施

第3回ゆめ基
金環境モデ
ルプログラム
策定会議を
実施

⑤所周辺の自然情報の収集や提供を
行う。 評価（利用者

数）
16,417人 17,414人 15,341人 13,443人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人 0人

①環境教育を主なねらい（テーマ）とし
た企画事業の企画・実施

①②予定

意識1本
(指導に活
きるAAPセ
ミナー)

意識1本
(ボランティ
アスタート
アップセミ
ナー)

意識2本
(AAP体験セ
ミナー①、自
分発見コミュ
ニケーション
ツアー)

ねらい1シ
リーズ
(あかぎ交流
の森創造プ
ロジェクト①)
意識1本
(AAP体験セ
ミナー②)

意識2本
(試みて実験
して行動科
学で学ぶ
AAP、ユース
パートナー
キャンプ①)

意識3本
(学校長期自
然体験活動
①、AAP体
験セミナー
③、ユース
パートナー
キャンプ②)

意識1本
(AAPステッ
プアップセ
ミナー)

意識2本
(AAP体験セ
ミナー④、あ
かぎ交流の
森創造プロ
ジェクト③)

― 意識1本
(学校長期
自然体験
活動②)

意識1本
(青少年自
立支援者
のための
研究協議
会)

―

②環境配慮を意識した企画事業の運
営を通じて、参加者へ環境配慮を意識
づける。 ①②事業実績

意識1本
(指導に活
きるAAPセ
ミナー)

意識1本
(ボランティア
スタートアッ
プセミナー)

意識2本
(AAP体験セ
ミナー①、自
分発見コミュ
ニケーション
ツアー)

ねらい1シリーズ
(あかぎ交流の森
創造プロジェクト
①)
意識1本
(AAP体験セミ
ナー②)

③企画事業等の参加者数や参加満足
度を向上させ、より多くの人に働きか
ける。

③企画事業等
の

参加者人数
21人 52人

AAP体験セミ
ナー①：18人、自
分発見コミュニ
ケーションツ
アー：41人

あかぎ交流の森
創造プロジェクト
①：9人、AAP体
験セミナー②：17

人

④事業実施後、参加者の満足度につ
いてアンケート調査を行う。 ④アンケート実

績

100% 100% AAP体験セミ
ナー①：100％、

自分発見コミュニ
ケーションツ
アー：90.2％

あかぎ交流の森
創造プロジェクト
①：100％、AAP
体験セミナー②：

100％

評価 ○ ○ ○ ○

平成２０年度　実施計画

サイト名：　国立赤城青少年交流の家

今年度
の目標

№
環境目的

責任者
管理項目
実施事項
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合計

担当部
署

1

研修支援事
業における
環境教育の
推進

2

企画事業に
おける環境
教育の推進

主任企
画指導
専門職

企画指
導専門
職

主任企
画指導
専門職

③実績

事業推
進係、
企画指
導専門
職

環境教育をねらい
とした企画事業を1
シリーズ、環境を意
識した企画事業を
10本、その他事業
を通してより多くの
参加者に働きかけ
るとともに参加者満
足度９０％以上をめ
ざす。

研修支援事業において、利用者
の環境意識を高めるような質の高
い指導・プログラム提供を行う。

所周辺の自然を活
かした活動プログラ
ム指導時に、環境
や自然に関する視
点を持てるよう指導
するとともに、新た
な環境教育プログ
ラムの提供を行う。

③退所時の利用者アンケートで、ゴミ
の減量・分別に積極的に取り組もうと
思うという回答を９０％以上から得られ
るよう努める。

企画事業実施時には環境を意識
した活動や運営方法を盛り込み、
より多くの参加者に働きかける。

承 認 確 認 作 成
　/　/ 　/　/ 　/　/
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項目
３年後
の目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

今年度
の目標

№
環境目的

責任者
管理項目
実施事項

　　　　月別実行計画及び進捗状況・実績　　　　　　　計画　　　　　　　　　　　　　　　実施 年間
合計

担当部
署

①目的にかなう納入業者を選定する
①～③
予定

②地元業者による地元青果を使用し
たメニュー開発を行う 目標値

村･県内産
60％

村･県内産
60％

村･県内産
60％

村･県内産
60％

村･県内産
60％

村･県内産
60％

村･県内産
60％

村･県内産
60％

村･県内産
60％

村･県内産
60％

村･県内産
60％

村･県内産
60％

村･県内
産60％

村・県内産
70.3%

村・県内産
52.8%

村・県内産
75.1%

村・県内産
90.0%

村・県内産
0.0%

村・県内産
0.0%

村・県内産
0.0%

村・県内産
0.0%

村・県内産
0.0%

村・県内産
0.0%

村・県内産
0.0%

村・県内産
0.0%

村・県内産
0.0%

富士見村産7.8% 富士見村産10.3% 富士見村産9.1% 富士見村産57.1% 富士見村産0.0% 富士見村産0.0% 富士見村産0.0% 富士見村産0.0% 富士見村産0.0% 富士見村産0.0% 富士見村産0.0% 富士見村産0.0% 富士見村産0.0%

群馬県産62.5% 群馬県産42.5% 群馬県産66.0% 群馬県産32.9% 群馬県産0.0% 群馬県産0.0% 群馬県産0.0% 群馬県産0.0% 群馬県産0.0% 群馬県産0.0% 群馬県産0.0% 群馬県産0.0% 群馬県産0.0%

他県産29.7% 他県産47.2% 他県産24.9% 他県産10.0%

特徴的な取組

評価 ○ × ○ ○

①ゴミの分別の徹底
①～④
予定

②生ゴミの水切りの徹底
目標値

48.61 44.15 48.31 50.89 49.20 48.61 59.00 58.81 66.53 83.06 62.47 53.46

③野菜くず、廃棄、残債の排出量の記
録 実績値

54.70 45.98 41.42 44.49 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

④月次集計、行動評価の実施
特徴的な取組

生ゴミの水
切りの更な
る徹底

生ゴミの水
切りの更な
る徹底

生ゴミの水
切りの更な
る徹底

評価 × × ○ ○ #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

①電気類をなるべく省電力型と交換す
る ①～⑤予定

②照明、電気機器類のスイッチ消し忘
れチェック徹底 目標値

2.93 2.46 2.76 2.68 3.16 4.58 3.89 6.00 9.08 12.83 12.90 4.42 4.04

③利用者への節電を呼びかける
実績値

2.97 2.39 2.92 2.81 #DIV/0! #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

④デマンド導入による消費電力のコン
トロール 特徴的な取組

⑤空調機のフィルター等の清掃を徹底

評価 × ○ × ×

積極的に、地元の食材を調達する
(生野菜における富士見村産・県
内産の調達額の割合を60％とす
る。)

生野菜における富
士見村産・県内産
の調達額の割合を
60％とする。

食堂 店長

③食材購入先を掲示する等して、利用
者にもアピールする。

実績値

食堂利用者1人あたり使用量を
H19年度実績を基準とし3％削減
する

活動人数あたり使
用量がH19年度実
績を超えないように
する
(kW/活動人数)

4

5

電力使用量
の削減

生ゴミ廃棄
量の削減

3

グリーン調
達率の向上

活動人数あたり使用量がH19年度
実績を超えないようにする

総務
係、管
理係、
事業推
進係、
企画指
導専門

職

管理係長

店長食堂

食堂利用者1人あ
たり使用量をH19年
度実績を基準とし
1％削減する
(g/食堂利用者数)
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項目
３年後
の目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

今年度
の目標

№
環境目的

責任者
管理項目
実施事項

　　　　月別実行計画及び進捗状況・実績　　　　　　　計画　　　　　　　　　　　　　　　実施 年間
合計

担当部
署

①ボイラー構造を検査し、効率的な燃
焼方法を検討する ②～⑤

予定

②冬期に利用する宿泊棟を調整し、効
率的な暖房をする 目標値

1.21 0.54 0.56 0.54 0.56 0.66 0.77 1.80 2.65 2.92 4.85 1.88 1.08

③利用者に冬季の厚着を呼びかける
実績値

0.87 0.49 0.51 0.58 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

④利用者に入浴時間の短縮を呼びか
ける 特徴的な取組

利用者が少ない
場合に入浴時間
を短縮した

利用者が少ない
場合に入浴時間
を短縮した

利用者が少ない
場合に入浴時間
を短縮した

利用者が少ない
場合に入浴時間
を短縮した

⑤冬季＝閑散期の利用者数を増やす
評価 ○ ○ ○ ×

環境管理責任者コメント（第４四半期）環境管理責任者コメント（第１四半期） 環境管理責任者コメント（第２四半期） 環境管理責任者コメント（第３四半期）

概ね目標を達成したが、生ゴミ廃棄量と電力使用量につ
いてはなお努力をすること。

活動人数あたり使
用量をH19年度実
績を基準とし1％削
減する
(L/活動人数)

A重油使用
量の削減

活動人数あたり使用量をH19年度
実績を基準とし3％削減する

6 管理係長

総務
係、管
理係、
事業推
進係、
企画指
導専門

職


